
発掘調査における

検出範囲
出典 ： 『佐倉城跡発掘調査報告』 2004　国立歴史民俗博物館

（兵舎ＳＢ０２建物＝連隊本部棟）

連隊本部棟は昭和 52 年頃まで建物が残っていました。 木造下見板張り 2階建て、 和瓦葺き

寄棟造りの屋根を持つ建物です。 上の図はその立面図 ・平面図です。 ただし、 明治初期の

建物ではなく建て替えられたものです。

点線部分が発掘調査における検出範囲です。

明治初期の連隊本部棟は、 上の写真のような様相を呈していたと推測されます。 今回の発掘

調査で出土したジェラール瓦は、 この建物の屋根に葺かれていたものと考えられます。

出典 ： 『佐倉連隊にみる戦争の時代』 2006　国立歴史民俗博物館

連隊本部棟の上部構造
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